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ゆうメール　　　　　

〒６１６－８１５６　　　　　　　　　　　　京都市右京区太秦西野町２０
　　　　　　ＴＥＬ　０７５－８７１－０３７４．　ＦＡＸ　０７５－８８２－３７７７

　　　　　　　Ｅメ－ル　　mac.terakoya @ gmail.com
ＵＲＬ　　　http://www.mac‐terakoya.com
　　　　　　　　　（お子さんが大人になったとき、社会で活躍できるヒントがいっぱい）
※　２７年度の高校入試は？
　嵯峨野高校コスモス科に合格した生徒が、
下記のような感想文を書いてくれました。
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　このように、ＭＡＣでの学びを評価してくれています。　
また、下記のようなコメントも。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－
ところで、トライアルの感想で下記のようなコメントを頂きました。
[image: image3.png]$ L. YA aThie S JEEE a3 o\ 3792,9375<

Lzt WHE AR orro, 31 4te BiF o #5589 e KR

K%-’?w Akiz <38 3§ S R4 a5 3 P ﬁ%\b%;ﬁ‘i}ff ‘b

K= v 379, Zz‘t‘f, 7 MAC Zm H = Fp3n . & V{‘ 33‘{*' 7

%« 442 uzm S ot Fofie) 39, (3¢ T Bowe IEE
‘7 TT” ‘vz \\)9 <‘7‘3§~> |





　今は、低学年のクラスでも学級崩壊が起きているそうです。
なぜ、このような事態が起きるのでしょうか？
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　これは、日本教育新聞に載っていた記事です。

学校は社会性を育てる役割を担っているはずですが、昨今の学級崩壊や子ども達から入って

くる話を聞きますと、その任を果たせていないようですが、社会人経験のない人が教師になっていることにも原因があるのかも・・・・同様のことは、多くの学習塾にも言えるのでは？

　ＭＡＣでは、勉強のための勉強ではなく、『社会で役立ち、活躍できる人作り』をモットーに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－

子ども達と接しており、私も田中も社会人経験をしていることから、挨拶、返事、整理・整頓、
授業での取り組み姿勢など厳しく指導していますが、これは、子ども達が社会に出たときに困ることのないようにとの配慮からなのです。
　今は、うるさがっている子も、大人になったときに分かってくれることを確信して対応しています。
『育脳トライアル・ことばのワーク』の感想文より
　計算力アップ！


　「考える力」アップ！！

　学力の基礎力をアップしているトライアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－

　入塾当初と変わらず、今も楽しい！

　トライアルの感想文を書くのを忘れた(-_-;)

　「約束違反やから、帰り！」と言う時には、正直こちらもドキドキしています。でも、ここで、「仕方ないな～、次必ず持ってくるんやで」と言ってしまうと、今までに泣きながら帰った子もいるのに、公平性も欠けてしまいます。そこで、心を鬼にして言っていることをご理解くださいねm(_ _)m
　結論として言えることは、結果を出している子は、絶対に忘れ物をしていないということです。どの子もいい結果を出してほしいので、今後とも厳守します。ご協力よろしく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－４－
　もう一点、お願いがあります。
　ＭＡＣに来る前には、筆箱の中に削られた鉛筆が入っているか、ご確認ください。
大人がやっても面白い『ことばのワーク』
楽しく取り組めて、おもしろい！
『食べれません』は間違いで～す
　勉強に関しての会話が弾むように
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－５－
　入塾時に、育脳トライアル１冊終了ごとに感想文を書いて頂くようにお願いしていますが、それは、お子さんの取り組んでいることに関心を持って頂くことが、お子さんの学力アップを促すことになるからなのですが、更に学力を伸ばすには、親子での『学びの場』を共有することがより重要になると考えています。
　そこで、毎年『親子で育脳トライアル』に取り組んでいただいていますが、果たして・・・

『親子で育脳トライアル』の感想は

　親子で楽しく
　盛り上がりました！
　一緒にドキドキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－６－
　子供も親も必死に

　子ども相手に本気に！！
　コミュニケーションが取れた
　生き生きと楽しそうに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７－
　お父さんと
　一緒にやることの大切さを

　えー、もう終わり！

　いつも楽しみに

　また、ぜひ取り組みたい
　　今後とも、子どもたちのために、ご協力・応援よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－８－
